
令和３年度沼津市温室効果ガス排出量算定結果 

 

温室効果ガス排出量の推移(単位：千 t-CO2) 

 
・2021 年度温室効果ガス排出量は 1,322.7 千 t-CO2(全国の 0.11%)である 

・基準年度(2013 年度)と比較すると、16.2%(255.7 千 t-CO2)減少している(全国は 17.3%減少)。 

この主な要因は、CO2の排出量が 19.0%(280.5 千 t-CO2)減少したことである。 

・前年度(2020 年度)と比較すると 4.9%(62.3 千 t-CO2)増加している(全国は 1.9%増加)。 

この主な要因は、CO2の排出量が 5.5%(62.3 千 t-CO2)増加したことである。 

 

二酸化炭素排出量の推移(単位：千 t-CO2) 

 

・基準年度（2013 年度）と比較すると 19.0%(280.5 千 t-CO2)減少している(全国は 19.3%減)。 

・部門ごとの主な要因は以下のとおり。 

 【産業部門】基準年度と比較すると、12.0%(52.9 千 t-CO2)減少している。 

この主な要因は、機械製造業における CO2排出量が 26.4%(33.2 千 t-CO2)減少

したこと、食料品製造業における CO2排出量が 49.4%(29.8 千 t-CO2)減少した

ことである。 

【運輸部門】基準年度と比較すると、8.5%(26.0 千 t-CO2)減少している。 

この主な要因は、旅客自動車における CO2排出量が 8.8%(17.0 千 t-CO2)減 

少したことである。 

【家庭部 門】基準年度（2013 年度）と比較すると、22.6%(76.5 千 t-CO2)減少している。 

この主な要因は、電力消費起源における CO2排出量が 24.1%(57.5 千 t-CO2)減

少したことである。 

【業務その他部門】基準年度（2013 年度）と比較すると、31.8%(118.1 千 t-CO2)減少している。 

この主な要因は、電力消費起源における CO2排出量が 23.3%(57.6 千 t t-CO2)

減少したことである。 

 【廃棄物部門】基準年度（2013 年度）と比較すると、30.5%(6.9 千 t-CO2)減少している。 

この主な要因は、一般廃棄物・生活系における CO2排出量が 36.3%(6.0 千 t-

CO2)減したことである。 


